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27
日
号

1

薗

▼
獄
中
か
ら
の
手
紙

宮
武

誠
之

2

面

▼
座
談
会

70
年
代
の
救
擾

〈
最
終
会
>

8
月
20
日
号

島

▼
竹
本
処
分
糞

あ

婆

あ
ば
く

京
大
同
学
会

」

鍵

 

京
都
大
学
同
学
会

萎萎

一
月
」
ハ
日
に
、
全
≠
の
反
刈
を
揮
し
き
っ
て
評
議
会
へ
上
申
さ
れ
た

〈
竹
ム
処
分
審
査
〉
は
、
〈
処
分
〉
そ
の
も
の
の
形
式
的
、
内
呑
的
不
コ

性
が
次
々
と
μ
及
さ
れ
る
中
で
、
小
田
原
認
足
の
慨
を
呈
し
、
大
き
な
贈

撫
に
乗
り
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
月
以
釆
の
七
ヵ
月
習
余
の
間
に
、
〈
必
分
〉
て
の
も
の
へ

の
問
い
が
、
看
女
と
粗
蔽
さ
れ
、
こ
の
弾
圧
を
は
ね
の
け
る
戦
課
が
払
く

鱒

 

形
成
さ
れ
る
一
方
、
警
察
檀
刀
の
露
骨
な
介
入
が
画
東
、
笑
行
さ
れ
、
ま

た
、
文
部
省
当
局
か
ら
の
駐
微
な
弾
圧
も
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
現

れ
が
、
六
月
二
十
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
、
一
斉
硬
査
で
あ
り
、

七
月
「
日
、
八
月
†
四
日
の
管
巨
の
掌
内
刮
入
で
あ
っ
た
。

こ
つ
し
た
、
目
に
見
ん
る
弾
圧
の
陰
で
、
世
に
も
面
径
な
扇
態
が
進
打

し
て
い
た
。
ハ
月
こ
:
八
日
の
"消
風
細
の
冨
会
4
が
、
そ
の
象
徴
酢
な

事
件
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
弥
本
処
分
を

ル全
に
葬
り
去
る
た
め
に
、
こ
こ
に
同
学

会
に
よ
[、て
科
閣
さ
れ
た
「
ハ
月
事
件
」
の
能
う
限
り
の
真
相
を
、
全
掌

の
教
職
員
、
学
島
、
⊂
し
て
全
国
の
闘
う
労
働
看
、
掌
生
の
前
に
明
ら
か

に
す
る
。

(編

集

郁
)

幻

の
6

ガ

が

グ

グ

ク

ガ

ノ

が

審

査
の
新

し
い
事
態

「
月
土
ハ
日
以
来
、
評
議
会
で
継
続

議
題
と
し
て
審
査
が
盤
行
し
て
い
る

経
済
学
部
竹
本
儒
弘
助
手

(箪
名
溜
田

修
)
に
対
す
る
分
限
処
分
審
査
が
、
今

や
重
大
な
暗
礁
に
の
り
あ
げ
つ
つ
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
暗
磯
を
真
に
隠

孫
た
ら
し
め
る
べ
く
、
全
年
の
教
訂
、

職
員
、
院
生
、
学
生
に
、
そ
し
て
全
国

の
闘
う
蛍
生
、
労
働
者
、
教
9
に
、
竹

本
処
分
審
査
の
現
況
を
報
告
し
て
お
き

た
い
。
灘
刀
直
八
に
項
実
の
核
を
櫻
告
し
ょ

う
。
ハ月
二
十
八
日
と
・口え
ば
、
京
都

大
学
で
は
救
養
部
の
池
田
渇
士
助
教
授

の
研
虎
毫
お
よ
び
自
毛
が
強
制
捜
索
さ

●

28
庶
務
課
捜
索

れ
た
日
て
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
商
柔

新
聞
に
も
報
道
さ
れ
、
周
知
の
こ
と
と

思
つ
。
(注
ー
京
郡
大
学
新
聞
七
月
十

六
日
骨
を
疹
甲
の
こ
と
。
捜
案
の
情
況

が
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
)
こ
の

日
は
、
池
田
助
教
授
の
自
亀
、
研
究
邑

の
み
な
ら
ず
、
全
国
五
都
府
県
九
カ
所

が
捜
索
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
後
で
詳
し
く
骸
れ
る
こ
と
に
し

て
、
前
に
進
も
う
。

六
月
二
十
八
日
の
教
養
都
捜
索
の
後

は
し
め
て
開
か
れ
た
七
月
三
日
の
評
歳

「艘
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
、
押
収

一
品
目
録
を
示
せ
」
と
い
つ
学
生
た
ち
の

要
求
を
拒
合
出
来
な
く
な
っ
た

一人

は
、
そ
の
要
永
に
応
し
た
。
と
こ
ろ
が

疑
惑
は
、
こ
こ
い
ら
始
っ
た
。

ま
ず
、
こ
の
押
収
コ叩
目
録
が
、
犬
学

内
に
は
保
習
さ
れ
て
い
な
く
、
用
務
課

長
が
自
宅
に
保
筥
し
て
い
た
。
押
収
品

目
録
と
対
を
な
す
シ妃
押
許
可
状
も
ま
た

然
り
で
あ
る
。
な
ぜ
、
か
く
の
如
き
虫

要
密
類
が
、
馬
越
課
長
の
自
毛
に
保
管

さ
れ
て
い
た
か
は
、
今
も
っ
て
不
明
て

あ
④
。
さ
て
、
学
生
た
ち
に
促
さ
れ
て

馬
趨
課
双は
自
宅
に
行
き
、
そ
れ
ら
の

轡
頚
を
持
っ
て
再
び
学
生
の
最
及
の
場

に
現
わ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
〈
事
件
〉

の
金
貌
が
少
し
ず
つ
浮
ぴ
あ
が
っ
て
く

る
。庶
務
課
長
が
提
示
し
た
押
収
品
目
録

を
読
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
そ
の
始
め
の

ペ
ー
ジ
を
見
て
予
期
せ
ざ
る
事
笑
を
発

見
し
て
驚
い
た
。

そ
の
始
め
に
は
、
こ
つ
書
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
(資
料
1
撃
照
)

〃
ッ
〃

〃
〃
〃
〃

幻

の
庶
務
課
捜
査

読
者
も
す
ぐ
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
と

思
つ
が
、
団
交
の
場
に
層
合
わ
せ
た
孚

生
た
ち
の
眼
に
も
ま
ず
第
一に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
が

"漕
風
荘
4
と
い
う
文

字
で
あ
っ
た
。
何
故
に
、
竹
本
処
分
器

査
に
か
か
わ
る
醤
類
が
、
ゆ瀞
風
荘
4

て
押
収
さ
れ
た
の
か
。
総
長
が
評
践
会

で
報
魯
し
、
学
生
た
ち
が
噂
に
聞
い
て

い
た
本
部
晦
計
台
肝
務
郎
庶
務
課
の
捜

索
と
は
、
事
実
閲
係
が
整
舎
し
な
い
。

た
兀
み
か
け
る
よ
う
な
芋
生
た
ち
の
質

問
に
、
庶
務
部
畏
と
麗
務
課
長
は
観
念

し
た
か
の
よ
う
に
、
次
々
と
、
真
相
の

一
面
を
吐
露
し
た
の
で
あ
る
。
(真
相

の
す
べ
て
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
。
わ

れ
わ
れ
は
総
長
、
事
務
局
畏
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
人
物
を
徹
鷹
的
に
但
及
し
て

い
か
ね
は
な
ら
な
い
。
)
な
お
、
押
収

品
目
録
交
付
欝
の
国
頭
の
「
被
疑
音
松

下
昇
に
対
す
る
犯
人
隠
避
被
疑
事
件
」

と
竹
本
処
分
審
査
の
関
係
も
、
す
ぐ
あ

と
で
詳
述
し
た
い
の
で
、
し
は
し
、

待
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
押
収
品
目
録

交
付
誉
の
交
付
先
の
「
人
と
な
っ
て
い

る
。
井
⊥
寿
な
る
人
物
は
、
人
事
課
長

で
あ
る
。

さ
て
、
肝
務
課
長
は
、
学
生
の
前
に

次
の
よ
う
な
事
夷
を
自
ら
確
認
穏
を
以

て
、
明
ら
か
に
し
た
。
(資
料
2
参

照
)庶
務
耶
騒買
稲
菓
健
溜
は
、
謄
務
課
長

に
続
い
て
、
次
の
、
」と
き
囚
答
の
事
笑

を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
確
認
密

に
署
名
す
る
可
に
、
〈
鎧
乱
V
気
昧
と

な
り
、
自
署
を
凝
得
す
る
こ
と
は
出
来
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資

料

1

会
で
、
総
畏
お
よ
び
畢
務
局
長
か
ら
意

一外
な
硝
実
が
評
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。

即
ち
、
「
六
月
一一十
八
日
の
池
田
助
教

授
の
目
宅
・
研
究
蚕
の
捜
索
と
同
時
に

並
打
し
て
、
本
部
時
計
台
の
肝
務
部
庶

務
謀
が
捜
禦
さ
れ
、
竹
本
処
分
審
査
に

関
す
る
若
干
の
轡
類
が
警
祭
に
押
収
さ

れ
た
」
と
い
う
報
告
で
あ
る
。

こ
の
報
告
に
続
い
て
、
浦
和
地
裁
が

発
σ
し
た
趣
押
許
可
状
と
、
凪
都
府
警

の
発
行
す
る
押
収
品
目
録
交
付
幽
が
読

み
訥
b
ら
れ
た
。
多
く
の
評
義
蝋
が
驚

が
く
し
、
あ
っ
け
に
と
ら
わ
れ
て
い
る

甥
に
七
の
日
の
許
威
弐
は
閉
会
と
な
っ

ん
.ヘ
ゴ
ニ
十
八
日
の
敦
養
部
痩
第
の

事
臼、を
出
く
見
て
、
抗
議
仔
動
を
慶
開

し
て
、
た
敦
9
、
院
生
、
学
生
、
職
風

こ
も
、
こ
の
計
戯
公
で
の
総
長
、
事
務

局
3
報
仏
が
、
各
阜
部
教
投
会
に
報

滑,こ
れ
る
に
つ
れ
て
、
知
れ
渡
っ
て
き

㌃

「
本
処
分
に
反
対
す
る
学
生
た
ち

は
、
」
月
卜
日
本
雨
時
註
台
に
行
き
、

『
断

長
、
町
務
あ
長
、
㌍
扮
課
域
に

司
義
t
勾
た
め
、
面
会
を
氷
め
た
。
こ

人
は
、
、糞

に
常
時
田
席
す

り
、
、
わ
ば
、
轟
議
会
嘱
揚
局
の
役
を

,＼
'
州
っ
て
い
る
、
そ
の
日
、
疇
務

h
長
感
総
長
と
と
も
に
暴
既
勧
と
の
団

気
し
丸
め
教
又
セ
ン
タ
:
に
お
り
爪
在

て
あ
一
た
が
、
肝
務
部
長
稲
菓
御
治
と

r
務
課
長
馬
越
頴
}
の
二
人
が
ザ
牡
た

ち
の
辺
及
を
受
け
た
。

警
が
の
竹
本
処
分
欝
査
に
か
ら
む
、

r
疎
捜
蜜
の
実
体
を
明
ら
か
に
ず
る
よ

う
に
と
い
う
学
生
た
ち
の
遣
及
に
、
庶

拐
部
k
、
庶
務
礫
最
の
二
人
は
終
始
小

役
人
勾
振
舞
い
で
事
実
を
ひ
た
騒
す
こ

と
に
ミ
汝
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

=

冒二
冒

押
取
品

目
録
交

付
昏

被
疑
癒
松
下
昇
に
対
す
る
犯
人
隠
超
被
疑
事

件
に
つ
き
、
本
聯
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
二

十
五
日
付
浦
和
地
方
毅
判
所
戴
判
官
菊
地
光
紘

が
発
し
た
差
押
許
可
状
に
も
と
づ
き
京
都
市
左

京
区
田
申
闘
田
町
官
有
地
清
風
薩
に
お
い
て
左

記
目
録
の
物
を
挿
収
し
た
の
で
こ
の
目
録
を
交

付
す
る
。
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
八
日
、

泉
都
府
警
緕
本
部
警
備
部
警
備
課

司
法
警
祭
員

警
部
禰

新
尾
博
司
㊥

瑠
㌃

裂

押
収
晶
目
録

①

封
筒

竹
本
僧
弘
か
ら
京
大
評
議
会
冤一
枚

②

串
入
書

一
九
七
二
・
二
・
二
十
二
付

松
下
昇
か
ら
京
大
評
議
会
宛

一
枚

③

東
都
大
学
原
議
書

四
十
八
・
四
・
二
十

二
起
案
文
付

二
枚

④

四
十
八
・
四
。
二
十
四
付
京
大
評
議
会
か

ら
松
下
昇
宛
発
信
文
控

}
枚

⑤

京
郡
大
学
原
議
蜜

四
十
八
・
五
・
七
起

案

(供
閲
)

一
枝

⑥

封
価

松
下
昇
か
ら
京
大
評
議
会
宛
一
牧

⑦

文
書

四
十
八
・
五
・
,.一付

松
下
昇
か

ら
京
大
評
議
会
宛

一
枚

⑧

京
都
大
掌
原
議
蜜

四
†
八
・
六
・
六
付

起
案
(供
閲
)

一
絞

「盟
=;
鱒一F曽

≡
■〒=冒≡
冒
曽…
一曹一一一3
=
=
=
=嘘一一
=

な
か
つ
た
。
(資
料
3
夢
照
)

こ
の
二
人
の
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

直
ち
に
消
え
る
疑
問
煮
が
ひ
と
つ
あ

る
。
そ
れ
は
、
七
月
三
日
の
総
畏
お
よ

び
事
務
局
長
が
暗
に
七
つ
受
け
と
れ
る

よ
う
に
報
告
し
た
本
部
時
計
台
の
捜
索

を
誰
も
目
撃
し
た
も
の
が
い
な
か
っ
た

の
は
何
故
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

当
日
は
、
教
養
部
の
捜
索
を
知
っ
て

駆
け
つ
け
た
同
学
会
に
結
集
す
る
学
生

が
正
門
付
近
に
は
多
数
い
た
し
、
ま
た

捜
索
の
ヱ
会
い
の
た
め
に
呼
び
出
さ
れ

た
敦
養
部
長
始
め
教
養
部
当
局
者
が
朝

六
時
敏
か
ら
、
池
田
助
教
授
が
自
宅
の

⑩ ⑨

 

売
り
渡
さ
れ
た
申
請

参
考
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・代
理
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の
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⑪

ゴ
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捜
索
を
終
え
て
、
教
養
部
正
門
に
到
着

す
る
十
「
時
十
五
分
頃
ま
で
正
門
付
近

で
両
府
県
警
の
刑
事
た
ち
と
押
し
問
答

を
繰
り
返
し
、
正
門
付
近
の
警
癖
の
動

き
は
見
逃
し
て
い
な
い
は
ず
だ
っ
た
。

要
す
る
に
、
総
長
お
よ
び
事
務
局
長

は
、
警
察
と
示
し
あ
わ
せ
な
つ
え
で
、

ゆ溺
風
荘
ヴ
で
ρ密
会
4
し
、
し
か
も

そ
の
事
実
を
故
意
に
歪
め
た
う
え
で
、

七
月
三
日
の
評
礒
会
に
報
告
し
、
冥
の

事
実
を
何
故
か
、
全
学
の
す
べ
て
の
教

職
風
(
評
譲
風
も
含
む
)
、
掌
生
の
前

に
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
は
し
か
た
の

で
毫

。」

黙

殺

か
ら
捜

査
協
力

一
一

}

邑冒

冒髄
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封
筒

松
下
昇
か
ら
京
大
評
議
会
宛

封
筒
一
九
七
二
・五
・二
七
付

谷
川
正
彦

〃

五
・
一=
付

坂
本
守
悟

〃

五
・
コ
付

宮
本

哲
ゴ
枚

文
書

四
十
八
・
六
・

付

於
下
昇
か

ら
泉
大
評
議
会
宛

一
枚

封
筒

山
本
光
代
か
ら
只
大
評
議
会
宛一枚

陳
述
爾
求
に
つ
い
て
と
題
す
る
文
窟
、
四

十
八
・
二
・
二
丁
四
付

山
本
光
代
か
ら

京
大
評
議
会
宛

一戒

京
都
大
学
原
議
登

四
十
八
。
四
・
二
十

二
付
起
案
文
付

ご
枚

発
催
文
控

四
十
八
。
四
・
二
十
四
付

京
大
評
議
会
か
ら
山
本
光
代
宛

一枚

封
筒

山
本
光
代
か
ら
京
大
評
議
会
宛一枚

文
書

山
本
光
代
か
ら
京
大
評
議
会
宛疲

京
都
大
学
原
疏
書

四
十
八
・
五
・
七
付

(供
閲
)

一放

京
都
大
掌
原
議
寳

四
十
八
。
血
・
二
十

四
付
起
案
文
付

五
披

発
侶
文
控

四
十
八
・
五
・
二
十
四
付

京
大
評
議
会
か
ら
山
本
光
代
宛

一牧

封
筒

山
本
光
代
か
ら
京
大
評
誠
会
宛

＼

一枚

文
喬

四
十
八
・
六
」
二
付

山
本
光
代

か
ら
京
大
評
議
会
宛

一枚

一
暫

層

へ

,一■層
}
魑一
}
曽
=
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雫
曹
冒

一邑

⑳

京
都
大
学
原
議
督

四
十
八
・
六
・
六
付

(供
閲
)

疲

⑳

京
都
大
学
原
議
醤

四
了
八
・
六
・
九
起

案
文
付

一
板

⑳

発
鱈
文
控

四
十
八
・
六

九
付

京
人

評
議
会
か
ら
山
本
光
代
宛

一杖

⑳

封
簡

山
本
光
代
ひ
ら
夙
大
評
議
会
宛一
枚

⑳

文
梅

山
本
光
代
か
ら
京
大
評
議
会
宛
押

収
品
目
録
交
付
書
付

二
枚

⑳

京
都
大
掌
原
議
書

四
卜
八
∴
ハ
・
二
十

六
付
(供
閲
)

一
枚

⑳

封
筒
お
よ
び
文
薔

宮
本
哲
か
ら
鼠
犬
評

議
会
宛

一
枚

⑳

メ
モ
(写
し
)
山
本
光
代
外
二
名
と
の
接

見
記
録
(要
旨
)

一
枚

⑳

文
盛
一九
七

丁
六
二
噛
付
口
本
光
へ

か
ら
京
大
評
議
会
宛

一
蔵

⑳

受
頓
証
(写
し
)
一
九
七

一・
六
・
一
r

六
付
馬
越
頴
一か
ら
山
本
光
代
宛

一
枚

⑬

メ
モ
(受
授
状
況
記
載
)

一
放

資

料
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全
国
五
都
府
県
九
カ
所
で
行
わ
れ
た

強
制
捜
索
を
報
し
た
す
べ
て
の
商
業
新

聞
(産
経
新
聞
だ
け
は
穴
月
二
十
八
日

の
朝
刊
で
す
で
に
こ
れ
ら
の
捜
嚢
に
つ

い
て
報
し
て
い
る
。
)
が
、
本
部
時
計

A擢
訊素
に
触
れ
て
い
な
い
の
も
、
こ
こ

で
始
め
ご
整
合
則
な
も
の
と
し
て
、
納

得
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

グ
ク

ガ
　
　
　

　

松

下
氏
ら

の
訴

え

さ
て
、
穴
月
二
†
八
日
の
〈
新
し
い

事
態
〉
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
諾
し
く
報

毬
し
、
論
討
す
る
た
め
に
、
時
間
的
経

緯
は
削
彼
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
さ
き

の
「押
収
品
目
録
交
付
濾
」
に
見
ら
れ

た
、
〈
彼
疑
者
松
下
界
に
対
す
る
犯
人

隠
避
被
疑
事
件
〉
に
つ
い
て
報
告
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
〈
被
疑
者
松
下
昇
に
対
す
る
犯

人
隠
避
事
件
〉
に
つ
い
て
は
、
六
月
二

十
八
B
の
"滴
風
荘
ヴ
事
件
の
後
に
、

松
ド
氏
が
自
ら
資
料
を
公
け
に
し
た
こ

と
に
よ
り
、
始
め
て
松
下
サ
イ
ド
に
関

し
て
は
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ

た
も
つ
で
あ
る
。
(
注
11
『
情
況
』
8

月
号
駈
等
池
田
報
店
を
参
照
の
こ
と
)

竹
本
処
分
審
査
は
一
月
r
六
日
の
評

議
会
に
上
申
さ
れ
、
受
理
さ
れ
、
そ
し

て
開
始
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の

}
月
土
ハ
日
の
評
議
会
の
演
出
に
加
担

し
た
も
の
、
即
ち
、
経
済
学
部
教
9
協

議
会
、
総
是
、
時
計
台
事
務
局
、
特
に

肝
務
部
長
、
そ
し
て
慨
定
見
に
も
そ
れ

を
受
理
し
、
欠
席
裁
判
へ
の
沮
を
拓
い

た
謙
議
貞
を
、
い
つ
ま
で
も
彊
劾
し
な

け
れ
は
な
ら
な
い
。

「
股
の
す
ぺ
て
の
評
議
員
の
無
知
と

無
関
心
に
つ
け
込
ん
で
演
出
さ
れ
た
一

月
十
穴
日
こ
そ
、
大
学
が
権
力
に
屈
服

し
て
行
く
ド
ラ
マ
(ど
こ
ま
で
続
き
、

ど
こ
ま
で
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
釆
⇔

か
は
、
す
べ
て
の
闘
う
教
μ
、
腺
員
、

学
生
の
課
題
と
し
て
迫
ら
れ
て
い
、⇔
)

の
幕
開
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ

は
決
し
て
忘
れ
は
し
な
い
。

松
下
昇
氏
は
、
六
九
葺
闘
緬
の
過
程

で
、
や
む
な
く
<
兀
〉
神
戸
人
講
師
と

い
う
〈
腋
〉
に
£
わ
れ
た
ド
イ
ソ
文
学

者
で
あ
る
こ
と
は
、
御
存
知
の
カ
が
多

い
と
居
う
。

松
下
昇
氏
は
、
ハ
九
勾
闘
筆
の
さ
な

か
で
結
ん
だ
竹
本
信
弘
助
手
と
の
悪
想

的
運
帯
と
、
自
分
お
よ
び
全
国
の
幾
人

か
の
及
人
に
課
せ
ら
れ
た
徴
域
免
職
処

分
を
撤
回
す
る
闘
箏
の
深
化
の
た
め

に
、
竹
本
処
分
審
盒
の
そ
も
そ
も
の
虚

偽
性
を
暴
露
せ
ん
と
し
て
、
竹
本
氏
か

ら
の
〈
委
任
状
〉
を
根
拠
に
し
て
、
京

都
大
学
評
磯
会
に
対
し
て
行
動
を
起
し

た
。「
月
禾
か
ら
、
全
学
的
処
分
反
対
闘

争
が
展
開
さ
れ
、
特
に
欠
席
裁
判
が
よ

し
ん
ば
法
的
に
有
効
な
搭
置
σ
あ
る
に

し
て
も
、
大
学
が
と
る
べ
き
道
σ
は
な

い
こ
と
、
お
よ
び
経
済
羊
部
の
ヒ
串
理

由
の
内
容
が
、
権
力
と
竹
本
氏
、
権
力

と
経
済
学
部
、
橿
力
と
乎
祓
会
の
確
執

と
い
う
、
竹
本
処
分
の
鰻
電
要
諭
点
を

改
意
に
台
過
し
た
と
ζ
φ
の
、
櫃
力
屈

服
的
立
論
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
全
面

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
同
時

に
、
官
報
掲
載
ミ
ス
が
発
見
さ
れ
、

(こ
の
ミ
ス
を
発
見
し
た
燗
眼
こ
そ
反

権
力
の
地
盤
て
あ
る
。
)
欠
席
裁
判
の

是
非
論
争
が
処
分
審
食
の
藍
打
を
食
い

止
め
て
い
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
、

松
下
昇
氏
、
お
よ
び
、
同
し
く
、
69
年

闘
争
の
後
に
、
徳
禍
ス
掌
を
徴
璃
免
職

と
れ
た
山
本
九
代
氏
が
、
競
け
て
、
次

の
よ
う
な
文
畜
を
、
京
都
大
学
.岬議
盆

宛
に
送
っ
て
き
た
の
で
あ
る
.
(資
科

4
参
照
)

二
月
二
T四
日
付
で
、
山
本
光
代
艮

も
同
様
の
欝
簡
を
取
都
大
学
評
観
会
に

送
っ
て
き
て
い
る
。
す
で
に
公
に
さ
れ

て
い
る
の
で
、
事
実
に
即
す
る
た
め

に
、
山
本
伐
の
文
密
を
も
引
用
し
て
お

こ
う
。
(資
料
5
参
照
)

松
下
、
山
本
両
氏
は
、
「月

一t
ハ

日
付
の
第
}
回
目
の
冒
報
公
告
を
見

て
、
こ
の
文
書
を
送
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
文
轡
と
前
後
し
て
、
二

月
二
+
四
日
付
で
第
二
回
目
の
訂
正
さ

れ
た
冒
報
公
告
が
か
な
り
の
評
議
員
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
二
回
目
の
官
報
掲
載
日
か
ら

算
え
て
、
四
週
聞
め
に
あ
た
る
三
月
二

+
四
日
を
経
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
竹
本
助
手
本
人
か
ら
は
陳
述
の
申
し

出
が
な
い
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ

る
。
四
月
三
日
の
陳
述
講
求
期
限
切
れ

後
の
初
め
て
の
評
議
会
で
、
総
長
が
、

松
下
、
山
本
両
氏
の
密
蘭
を
提
出
し
、

審
議
に
付
し
た
。
そ
し
て
、
五
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
、
評
癸
嘱と
両
氏
と
の

往
復
文
霞
の
や
り
と
り
が
、
庶
務
螺
の

手
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
往
復
文

書
の
や
り
と
り
も
、
六
月
二
十
八
日
以

後
、
両
氏
の
手
に
よ
っ
て
、
公
開
さ

れ
、
始
め
て
そ
の
す
べ
て
が
開
ら
か
に

な
っ
た
。

〈
被
疑
者
松
下
昇
に
対
す
る
犯
人
隠

避
事
件
〉
と
は
、
以
上
の
事
夷
に
幽
く

も
の
で
あ
る
。
松
下
、
山
本
瑚
氏
の
爽

意
を
わ
れ
わ
れ
は
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
松
下
、
山
本
尚
氏
と
、
潜
行

中
の
竹
本
助
手
と
の
関
係
、
運
絡
の
脊

無
に
つ
い
て
、
本
人
以
外
の
者
が
判
断

す
る
根
拠
を
何
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な

い
。
評
威
盆
も
然
り
で
あ
る
。
如
何
な

る
者
で
あ
れ
、
自
分
が
竹
本
償
弘
と
連

絡
が
と
れ
る
こ
と
を
他
人
に
納
褐
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
(そ
れ
が
出
来

る
の
は
警
祭
へ
密
告
ず
る
と
き
だ
け
で

あ
る
。
)
ま
た
如
何
な
る
者
で
あ
れ
、

他
人
が
竹
本
倍
弘
と
連
絡
が
と
れ
る
こ

と
を
証
朋
せ
よ
と
迫
る
こ
と
は
で
き
な

六
月
二
十
七
日
、
タ
方
六
時
～
七
時
、
肝
務

躁
長
の
所
へ
事
冴
局
畏
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

松
下
氏
、
山
本
氏
と
評
議
会
と
の
往
復
文
書
に

つ
い
て
想
ホ
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
プ
リ
ン
ス

・
ホ
テ
ル
に
こ
い
と
櫓
爪
さ
れ
た
。
プ
リ
ン
ス

・
ホ
テ
ル
に
は
総
畏
と
事
緕
局
長
が
い
た
。
押

収
品
目
録
に
お
け
る

「
,[晶
目
を
、
二
卜
八

早曽一=冒■一
曽

曽曽

一瞬

噂=曹髄曹
曽層
}噌一 一P

凹

邑

胃
一胃一

邑
一
一一

「

日
午
前
八
時
溝
風
荘
に
も
っ
て
く
る
よ
う
に
掴

示
さ
れ
た
。
そ
の
根
払
は
埼
玉
県
警
の
強
制
押

収
が
あ
る
か
ら
と
鷺
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
帰

学
後
す
ぐ
に
庶
務
部
長
に
報
告
し
た
。

」

当
日
、
朝
八
時
五
分
躬
、
清
風
荘
に
行
っ

た
。
大
学
側
か
ら
は
、
人
事
課
長
と
肝
務
課
長

が
出
向
い
た
。
警
察
側
は
埼
玉
県
警
一名
京
都

府
警
二
名
出
席
し
た
。
差
押
許
可
状
を
見
せ
ら

れ
る
。
そ
の
場
で
押
収
品
目
録
を
作
製
し
交
付

さ
れ
た
。
捜
査
令
状
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

午
前
十
一
時
に
終
った
。
そ
の
あ
と
犬
掌
に
戻

っ
た
。
そ
の
こ
と
を
肝
務
部
長
並
び
に
事
務
局

畏
に
報
告
し
た
。

以
上
事
実
と
し
て
確
認
し
ま
す
。

ヒ
月
セ
日

肝
務
課
瓦

馬
越
瀕
一
④

闘

囹

・

「
三
十
三
品
目
の
内
容
に
関
し
て
は
、
総
長

の
独
自
判
断
で
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
一
丁
六

日

(六
月
二
十
六
日
ー
引
用
省
庄
)
の
評
議
会

で
は
一
切
で
て
い
な
い
。
ド
務
部
長
が
押
収
品

目
鎌
並
び
に
差
押
許
可
状
を
現
認
し
た
の
は
、

二
十
八
日
の
昼
で
あ
る
。
二
十
七
日
タ
方
事
務

局
長
か
ら
庶
務
部
畏
に
竃
話
が
あ
っ
た
。
「
評

-

議
会
と
松
下
昇
と
の
往
復
文
書
が
押
収
の
対
象

と
な
り
、
明
日
の
朝
押
収
に
く
る
。
そ
の
文
寳

を
総
畏
か
ら
庶
務
部
畏
に
も
っ
て
行
く
よ
う
に

言
っ
た
の
で
、
耳
に
入
れ
て
お
く
」
と
の
内
容

で
あ
っ
た
。
」

,一謄一曹一
ニ

レ

そ
れ
が
出
来
る
の
は
警
漿
だ
け
で

あ
る
。
し
か
も
、
公
平
な
審
査
を
〈
望
む
〉

評
罐
会
に
と
っ
て
竹
本
氏
か
ら
の
〈
委

任
状
〉
を
所
持
し
て
い
る
松
下
氏
は
、

参
考
人
以
↓
の
俘
在
と
し
て
現
わ
れ
て

き
た
。
官
報
公
告
は
竹
本
助
手
に
伝
え

て
い
る
。
「
こ
の
壽
査
説
明
浅
を
受
領

し
た
後
14
日
以
内
に
、
京
都
大
学
評
議

会
に
対
し
て
請
求
し
た
場
合
は
、
口
頭

ま
た
は
盛
面
で
陳
述
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
」
「陳
述
の
機
会
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
を
請
求
す
る
と
き
は
、
京

都
大
学
評
議
会
の
,σ
,
分
限
処
分
の
審

査
に
関
す
る
串
合
せ
に
よ
り
、
参
考
人

申請人を
松下
山本

防弾 チヨツキで乱入

次 々と弾圧

に
つ
い
て
の
希
望
を
串
し
出
る
こ
と
が

出
釆
ま
す
。
」
即
ち
、
評
議
盆
は
警
祭

に
浬
わ
れ
て
い
る
竹
本
助
手
本
人
に
対

し
て
、
評
義
会
へ
の
出
席
の
櫓
利
を
賦

与
し
て
い
る
。

こ
つ
し
た
立
勘
に
立
つ
以
上
、
ま

た
、
こ
つ
し
た
手
続
き
を
自
ら
に
課
し

て
い
る
以
上
、
評
議
ま
は
、
松
下
、
山

本
両
氏
の
申
し
出
を
蟹
視
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
氏

と
の
文
畜
こ
の
手
続
き
の
交
換
が
大
話

め
に
き
た
と
き
、
権
力
が
止
画
か
ら
介

入
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
松
下
氏
は
六

月
三
日
付
で
次
の
よ
う
な
文
書
を
評
議

会
に
選
っ
て
い
る
。
(資
料
6
捗
照
)

ク

ク

ガ
ガ
ク

 〈
元
〉
京

大
助
手

今
か
ら
教
り
返
れ
は
、
こ
の
文
書
を

受
け
取
う
た
蕊
長
、
事
務
局
、
処
分
推

一

一一曽'
邑冒

ヤ

一
一醒雫

噂

進
派
が
そ
の
対
策
に
串
を
矢
い
、
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
た
と
き
、
糎
刀
が
介
入

し
て
き
た
の
だ
。

六
月
二
卜
日
堪
朝
、
松
ド
氏
の
自
5

が
痩
索
さ
れ
、
同
時
に
徳
島
の
山
本
鼠

自
宅
お
よ
び
、
名
占
屋
、
岡
出
、
福
岡

で
も
そ
れ
に
闘
漣
し
て
擾
索
が
和
わ
れ

た
。松
下
氏
宅
は
早
朝
兵
厭
県
警
の
装
甲

者
数
台
と
防
弾
チ
ョ
ノ
キ
で
完
全
武
装

し
た
警
9
数
十
名
に
包
囲
さ
れ
、
し
か

も
、
付
近
の
住
民
を
超
難
さ
せ
た
つ
へ

で
、
二
十
名
ほ
ど
の
警
甘
が
一
挙
に
室

内
に
乱
入
し
て
.ご
兀
と
い
う
。
押
収
品

の
ほ
と
ん
ど
が
、
当
日
来
答
と
し
て
松

下
宅
に
宿
泊
し
C
い
た
仏
ト
民
の
友
人

の
聰
の
中
の
書
類
で
あ
っ
兀
。
ま
,
た

く
、
不
旨
と
い
う
よ
り
付
に
な
い
。

六
月
二
〇
日
七
し
て
二
↓
八
日
、
二

十
九
日
の
強
制
捜
禦
を
体
を
通
し
て
、

何
の
証
拠
ら
し
い
も
の
は
押
収
さ
れ
て

い
な
い
し
、
起
訴
も
さ
れ
て
い
な
い
。

徳
島
の
山
本
鼠
(二
〇
日
に
捜
策
さ
れ

る
)
宅
で
は
、
京
都
天
亭
新
聞
が
押
反

さ
れ
る
と
い
つ
ほ
ど
、
警
柴
の
「
速
の

捜
累
は
恐
意
的
な
見
込
み
捜
登
で
あ

り
、
不
当
で
あ
る
。

松
下
氏
は
、
捜
氣
終
ア
後
、
そ
の
ま

ま
強
制
的
に
任
憲
岡
行
を
求
め
ら
れ
、

警
祭
で
約
三
時
間
に
わ
た
っ
て
取
凋
べ

を
受
け
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
う
黙
泌

し
た
訟
下
氏
に
た
い
し
て
、
マ
ス
コ

ミ
、
と
り
わ
け
バ
月
二
〇
日
d
『毎
日

新
聞
』
夕
刊
は
、
松
下
氏
が
竹
本
隠
屍

の
事
美
を
供
述
し
た
か
の
よ
う
な
記
事

を
流
し
、
同
氏
宅
で
逃
疋
賢
金
と
思
わ

れ
る
「現
金
数
臼
万
円
」
と
「
多
額
の

預
金
通
帳
」
が
発
見
さ
れ
た
、
と
い
⊃

で
っ
ち
あ
げ
を
書
き
た
て
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
竹
本
処
分
笛
査
を
考
え
る

際
に
、
こ
つ
し
た
杣
力
お
よ
び
マ
ス
コ

ミ
の
か
た
く
な
な
蜜
勢
を
決
し
て
視
野

の
外
に
豊
い
て
は
な
ら
な
い
。
ち
な
み

に
、
六
月
二
〇
日
の
全
国
五
カ
所
の
捜

索
を
蔽
し
る
N
H
K
、
朝
日
て
の
他
の

い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ゾ
3
ア
・
マ
ス
コ
ミ
は

「
斉
に
、
竹
本
助
手
を
、
「
元
鼠
都
大

学
助
亭
こ
と
滝
田
修
」
と
い
う
双
現
を

使
い
出
し
て
い
る
。
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1,000円

1・800円1

2,600円!
ロ

蔓璽旦3

最
近

の

紙
面

か
ら

1
現
在
運
載
中
ー

}

口
統
后
機
構
の
再
編
と
合
理
化

国
民
総
冑
番
屠
体
制

玉
爪
洋
次

"
隅

口
連
載
小
説

ジ
ヴ
ァ
ゴ
物
必

年

口
く
入
営
体
制
V
の
解
体
に
む
け
て

・
ー

口
報
告
ー
燃
え
あ
が
る
臨
時
労
働
看
の
闘
い

剛

口
座
談
会

70
年
代
の
救
援

×
定
期
霧

の
お
申
し
込
み
は
・
現
金
書

桑

は
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便
娠
替

(京
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京
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購
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転

京
都
大
学
構
内

T
E
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七
五
)
七
六
一
ー
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五
四

関西
文学

誌名にこだわら

ず 広く才能の

糾合をめざして

います

月刊同 人雑 誌

価200円 〒20円

8月 号1雌13・ 号・発 売 中

巻頭エッセイ 広川禎孝
森 甲子祝.横 井 晃

詩 嶋岡 最、水石靖夫
望月艇孝

小説 樫の木が揺れている/東 山 緑
縮毛のある熟れた無花果/生 田幸平

評論 安西冬衛、大連/明 珍 昇
書評 寺島珠雄

同人 雑 誌 評 清水 信

詩舘 ・詩集評 片岡文雄
同人費 ・月額1.000円 会費 ・半年1,100円
1年2,100円 第9回 関西文学黄作晶公募
中。

見本誌と諸規定送呈 ・要切手120円

関 西 文 学 の 会 ・関 西 書 院

警4謹葵鷲 醤 且諸ヤま(振薔大阪24838)
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ク
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全

タ
/
す
界
沿
兀
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訳
溶
世
以
書
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他
転
=
下
の幾 団ん含を

タ
文論

村

覚

の
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1917-1921年
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麟 乏蕪蕪謎鑛 蓮
烈な攻防中に不可視の《革命》を視左翼
エスェル戦圃史」の統鯛1.000円
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適
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榴
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前
面
よ
り
つ
づ
く

亨が
が

が

が

ガ

ガ

ダ

何

が
狙
お

れ
た
か

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ζ
つ
し
た
櫃

力
に
よ
る
、
竹
本
釦
分
審
査
へ
界

入

に
贈
し
て
、
断
固
と
し
て
反
対
の
憲
志

を
明
ら
か
に
し
、
評
議
会
に
対
し
て
¥

次
の
よ
う
な
要
請
を
行
っ
た
。
(資
料

7
●
魚
)

事
嚢

の
叙
述
を
警

}と
に
し

よ
う
。
六
月
二
〇
日
は
第
一
渡
の
捜
禦

・
押
収
を
行
っ
た
循
購
当
局
に
は
、
ま

だ
な
す
べ
き
こ
と
が
頚
っ
て
い
た
。

謬

す
る
}遂
ほ
さ
て
お

き
、
警
籔
は
山
本
養

が
竹
本
氏
か

ら
の
〈
秀
任
状
〉
を
騨
譲
会
に
六
月
二

〇
日
ま
で
に
厨け
ね
ば
霧

霧

既
に
二
〇
臼
以
前
に
知
っ
て
い
た
ふ
し

が
あ
る
。
現
に
山
本
馬
は
六
月
二
〇
日

に
肇

大
学
の
庶
務
耶
霧

れ
、
罵
越

調
長
に
会
っ
て
い
る
。
六
月
+
九
日
に

徳
島
を
発
っ
た
山
本
氏
は
、
岡
山
か
ら

神
戸

(
「
泊
)
そ
し
て
粛
一
条
ま
で
他

数
の
私
服
警
官
に
つ
け
う
れ
ど
う
し
で

あ
っ
た
.
評
晒
鰹
と
山
本
氏
と
の
文
書

の
交
換
は
、
出鑑
蚕

一任
に
な
う
て
い

た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
六
月
二
〇
日
が

山
本
氏
に
と
っ
て
憲
瞭
の
あ
る
日
付
で

あ
り
、
し
か
も
、
現
に
二
〇
日
に
山
本

ロ
コロニ
ロ
コヨコ
ロコニ
コまロさぎ
ロロロコき

コ
ほ

㎜㎜㎜㎜㎜脚㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

氏
が
時
計
台
内
へ
訪
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
総
長
、
事
務
局
長
、
肝
務
部

長
、
課
長
と
山
本
氏
関
係
者
以
外
に
は

知
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
山
本
氏
の
行
動
と
、
先
に
述
べ

た
、
六
月
三
日
付
の
松
下
昇
氏
の
文
轡

お
よ
び
そ
こ
に
岡
封
さ
れ
て
い
る
「未

開
封
の
封
岡
」
に
1
察
は
狙
い
を
定
め

て
い
た
。
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
燃
告
の
賢

頭
で
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、
「
新
し
い
事

態
」
な
の
で
あ
る
。

四
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
六
月
二
十

八
日
は
、
池
田
助
教
投
の
厨
宅
お
よ
び

研
究
室
を
始
め
と
し
て
、
全
国
五
都
斑

県
九
カ
所
が
捜
確
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
「被
疑
宥
松
下
昇
一に

対
す
る
「犯
人
隠
迎
被
疑
事
件
」
の
裏

麩

査
2
冒
で
、嚢

人
は

埼
玉
果
警
、
発
行
人
ぽ
浦
和
幾

で
あ

る
。わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
二
度
に
わ
た
る

捜
査
に
対
し
て
、
評
韻
会
の
擢
力
に
苅

す
る
、
あ
る
い
は
擢
力
か
ら
の
自
立
性

が
い
よ
い
よ
危
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
は

っ
き
り
と
鷹
腰
し
た
り
池
田
氏
は
、
評

議
会
に
対
し
て
、
抗
議
♪
嚢
鷺
を
行
っ

て
い
る
。
(資
料
8
参
照
)

"

〃

'
楕
"
'

〈
評
繊
会
〉
蓬

押
え

と
こ
ろ
が
、
六
月
二
弓
八
日
は
、
ま

っ
た
く
秘
樫
裡
に
、

"溝
風
荘
ψ
事
件

F
P,7}一
零
曽
P
一
一
一
,

一

,炉

が
進
灯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
話
は
、

[七
月
+
日
の
母
務
部
長
、
庶
務
課
畏
遺

一及
の
場
に
戻
っ
て
き
た
。
二
人
は
、
直

及
す
る
多
く
の
学
生
た
ち
に
、
次
の
如

き
、
書
塑
ご提
示
し
た
。
(資
料
9
参

照
)わ

れ
わ
れ
は
こ
の
歴
史
的
文
霞
を
十

全
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

そ
の
朋
に
事
笑
関
係
を
先
行
さ
せ
て
お

こ
う
。
こ
の
蓮
押
許
可
状
は
御
覧
の
よ
う
に

六
月
二
十
五
日
に
油
和
地
鍛
が
発
行
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
二
十
八
日
に
詩

風
旺
ψ
の
密
会
が
行
わ
れ
、
松
下
、
山

本
閲
係
登
煩
三
十
三
意
が
押
収
品
と
し

て
(瞥
苧

参
照
)
、
人
事
躁
長
と
ド

務
課
優
の
手
を
題
し
て
、
警
癖
側
に
手

渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
日
、
二
卜
七

り

日
り
夕
方
に
、
総
輝
、
亭
務
局
長
、
肝

務
課
長
が
プ
リ
ン
ス
汰
テ
ル
で
手
は
ず

を
聾
え
る
た
め
の
打
ち
食
わ
せ
を
行
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
注
意
し
て
お
か
ね

は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
六
月
二
十
六
日

に
評
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
。
そ

し
て
、
差
押
許
可
嫌
の
期
限
が
七
月
二

日
杖
で
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
セ
月

三
日
に
、
六
月
二
十
八
日
以
径
、
初
の

評
議
葭
が
開
か
れ
、
総
炎
が
二
十
八
日

の
報
省
を
行
い
、
し
か
も
、
〃澗
嵐

荘
ψ
で
自
発
的
に
渡
し
た
こ
と
を
隊
し

3

=
胸;=
層
=

:
=
3
=
膚
P:

て
い
る
と
い
う
夢
突
。
七
月
十
日
に
掌

生
が
始
め
て
"清
嵐
荘
ψ
事
件
を
つ
き

と
め
る
と
、
七
月
十
「
日
に
、
総
長
は

緊
急
部
局
長
会
議
を
開
き
、
〃湾
風

荘
4
事
件
を
認
め
、
七
月
丁
七
日
の
評

議
会
で
、
評
議
員
に
対
し
て
"漕
風

荘
`
事
件
を
事
笑
と
し
て
認
め
た
。
以

上
が
、
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
十
七

日
ま
で
の
時
聞
的
経
緯
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
大
学
の
評
議
会
が
警
察

の
艶
押
の
対
象
に
な
っ
た
例
を
御
存
知

の
か
た
は
敦
え
て
欲
し
い
。
評
議
会
が

議
論
上
の
壕
賞
を
〈
豪
っ
と
う
〉
す
る

遺
程
そ
の
も
の
が
、
警
察
の
差
押
え
の

朗
象
と
な
っ
て
い
る
。
「
楚
押
え
す
ぺ

き
場
所
、
京
都
大
学
評
議
会
」
、
こ
の

}項
が
、
歴
史
的
文
書
で
な
く
て
、
な

ん
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
「差
押
え

す
べ
き
物
」
と
し
て
、
埼
玉
県
警
が
請

求
し
、
浦
和
地
裁
が
許
可
し
た
内
容
を

と
く
と
吟
味
さ
れ
た
い
。
要
す
る
に
、

竹
本
処
分
に
関
し
て
、
京
都
大
学
評
議

会
が
、
評
議
会
以
外
の
者
と
の
問
に
持

ち
う
る
す
べ
て
の
接
触
の
可
能
性
を
、

警
寮
は
押
え
よ
う
と
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。

総
長

、
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曽
噌

一F

=

幽

甲

=

=

,
髄

,

曽

園
圏
差

押

許

可

状
氏

名

松

下

昇

三
七
或

右
の
者
に
対
す
る
犯
人
隠
避
被
疑
事
件
に
つ
い
て
、
下
記
の
物
件
を
差

し
押
え
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

請
求
者
の
冨
公
職
氏
名

朝
霞
警
寮
署
助
動

埼
土
県
警
察
本
部
警
備
二
課

司
法
警
寮
員

警

痺

高

禰

孝

人

差
し
蝉
λ
る
べ
き
初

別
紙
二
の
と
お
り

有
効
頬
聞

昭
和
四
八
年
七
月
二
日
ま
ご

右
の
塑
閾
経
過
後
は
こ
の
令
状
に
よ
り
差
押
え
に
魯
手
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
の
覇
合
に
は
、
こ
れ
を
当
裁
判
所
に
返
送
し
な
け
れ
ば
な
な

ら
い
。昭
和
四
十
八
年
六
月
二
宥
日

浦
和
地
方
裁
判
所

裁
判

ば

菊

地

光

蔽

◎

二
二
胃

=
曽=

自

≡

=
'
■

"

　

警
察
と

ニ

　

ギ
マ
ロ

ロ
ロ

ロ

ロ

コ

ロ

詳

えす毒

　附

京
都
府
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

鼎

京
都
大
学
筏

内

、

㎝

凍

都

大

掌

評

購

会

賄

別
紙

二

闇淵

一
、
京
蔀
大
掌
評
議
会
の
行
な
う
竹
本
信
弘
の
分
限
処
分
審
査

、閲
3
る

被
処
分
者
の
陳
述
請
求
等
に
つ
い
て
、
竹
本
本
人
が
同
評
表
、に
あ
⊂

て
発
し
た
文
書
、
ま
た
は
録
音
な
ど
お
よ
び
そ
れ
に
閥
し
同
rL
蒔
/ハ
が

右
竹
本
に
発
し
た
文
書
(
写
し
も
含
む
)
等
。

=
、
右
分
限
処
分
審
査
に
つ
い
て
、
竹
本
以
外
の
者
が
同
評
議
会
に
発
し

口

た
文
書
、
ま
た
は
録
音
な
ど
お
よ
び
そ
れ
に
関
し
、
同
評
藁

Fが
そ
れ

ら
発
送
者
に
対
し
て
発
し
た
文
欝

(写
し
も
含
む
)
等
。

旧且

三
、
右
評
議
会
閥
係
者
が
右
分
限
処
分
審
査
に
つ
い
て
被
処
分
考
の
代
理

人
も
し
く
は
疹
考
人
ま
た
は
、
同
代
理
人
、
参
考
人
と
な
6
う
レ》

る

者
と
面
接
し
た
際
の
状
況
の
紀
録
メ
モ
及
び
薄
冊
。

鵬

「

内
通

一胃

一噌

二
一
一r"
」

曽

幽

=

一

清

風

荘

の

密
A
試

 

代
埋
人
や
参
考
人
と
し
て
、
竹
本
処

分
反
対
の
意
志
を
表
闘
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
犯
人
隠
避
の
疑
を
か
け
ら
れ
る

の
は
す
で
に
夷
旺
済
み
だ
が
、
こ
の
蟄

し
押
え
る
べ
き
物
の
第
二
項
を
み
よ
〃

「
竹
本
以
外
の
者
が
庵
評
議
会
に
発
し

噌

醒
一冒一一}

願

噌=
=一一
一一
}
ド

評
議

会

に
は

た
文
麟
、
ま
た
は
緑
膏
な
ど
」
即
ち
、

代
理
人
、
参
考
人
と
し
て
で
は
な
く
、

一
般
に
竹
本
処
分
反
対
の
意
志
衰
示
を

文
書
で
行
う
こ
と
自
体
が
、
差
押
え
の

対
傘
ζ
な
っ
て
い
る
。
現
に
鶉
押許
可

状
の
被
疑
事
突
と
な
ん
ら
関
係
の
な
い

品
目
を
、
総
長
は
自
ら
警
蟹
に
提
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
第
「
項
は
、
こ
の
処

分
輩
=
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
を
見
事
に
表

現
し
て
い
る
。

評
議
会
が
竹
本
に
文
書
を
発
す
る
こ

と
は
、
審
査
の
何
よ
り
も
不
可
決
な
事

項
で
あ
る
し
、
ま
た
、
評
議
会
は
・

「
竹
本
本
人
が
岡
評
議
会
に
あ
て
て
発

し
た
文
面
、
ま
だ
は
録
音
」
が
釆
る
の

を
待
ち
盟
ん
で
い
る
し
、
教
育
公
務
垣

特
例
法
に
話
く
権
利
と
し
て
、
評
嚢

の
決
足
に
基
い
て

(
「
・
「
六
評
議

会
)
、
評
議
会
の
名
に
お
い
て
、
竹
本

助
手
に
賦
与
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
鷲
一
項
は
、
警
窮
は
看
つ
し
た
こ
と

も
許
さ
な
い
と
い
う
意
志
を
、
強
制
力

を
も
っ
て
、
主
張
し
て
い
る
。
ζ
つ
し

た
内
容
を
持
つ
、
蓮
押
許
可
状
を
、
前

田
紹
長
、
大
西
事
務
樋
畏
は
、
ど
う
い

う
読
み
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
思
え
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
前
田
総
最
は
遺
漏

な
く
、
そ
の
「
メ
モ
」

(馬
越
課
長

が
山
本
氏
外
二
名
と
六
月
二
〇
日
に
庶

務
陳
で
会
っ
た
と
き
の
状
況
を
メ
モ
し

た
も
の
)
を
も
、
自
発
的
に
選
択
し
た

三
三
品
目
の
な
か
に
含
め
て
い
る
。
さ

ら
に
呂
え
ば
、
池
田
浩
士
助
教
授
が
、

へ

六
月
二
十
八
日
の
捜
索
の
対
象
に
、
他

の
唯
で
も
な
く
、
自
分
が
指
名
さ
れ
て

い
る
の
は
、
六
月
二
〇
日
に
、
山
本
氏

他
二
名
か
ら
浬
絡
乞
曳
け
て
垣
}
条
に

ウ

ソ

迎
え
に
行
き
(私
服
に
見
ら
れ
た
)
、

肝
務
課
に
灯
っ
た
山
本
氏
他
二
名
に
、

雨
が
降
り
出
し
た
の
で
傘
を
持
夕
し
た

(馬
越
錬
長
以
下
事
務
員
に
見
ら
れ

た
)
こ
と
以
外
に
思
い
あ
た
ら
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
六
月
二
〇
日
影
誓
祭
は

何
成
知
り
ぬ
い
て
い
た
の
か
。

ま
た
、
六
・
二
八
の
岬
収
品
目
録
に

は
、
六
月
三
日
付
松
下
氏
か
ら
評
礒
会

宛
文
書
、
し
か
も
そ
の
中
の
「未
開
封

の
封
筒
」
が
、
触
函
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
。荊
風
法
σ
の

ク秘
箏
4
の
頂
点

の
報
告

は
こ
の
開
封
で
あ
っ
た
。
刑
碩
た
ち

は
、
漕
楓
荘
で
、
二
課
長
を
前
に
し
て

亡
の
封
箇
を
あ
け
た
、
申
身
は
竹
本
民

本
人
自
筆
の
も
の
で
は
な
い
文
督
で
あ

っ
た
こ
と
以
外
に
、
詳
し
い
こ
と
は
判

ら
な
い
。
自
ら
開
封
す
る
す
へ
を
知
ら

ず
、
豪
た
そ
の
勇
気
を
も
た
な
い
総

長
、
事
務
局
長
は
、
勇
敢
な
る
ド
僕
を

持
っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
が
艮
い
。

だ
が
、
六
月
三
日
付
松
下
氏
か
ら
評

議
会
宛
の
文
書
を
吟
味
せ
ら
れ
た
い
。

こ
の
同
封
さ
れ
た
封
爵
が
、
竹
本
本
人

一か
ら
の
直
桜
の
轡
筒
で
な
か
っ
た
に
し

て
も
、
松
下
氏
が
〈
委
任
状
〉
を
託
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
舎
店
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
こ
と
に
、
お
気
付
き
の
こ
と
と

思
う
。
松
下
氏
が
、
総
長
お
よ
び
評
議

会
の
警
察
権
力
へ
の
概
軌
の
姿
勢
を
た

め
し
た
こ
と
は
、
当
撃
の
慎
麗
な
配
慮

で
あ
っ
た
。
六
月
二
十
八
日
は
、
繰
り

遮
す
が
、
全
国
五
郡
府
県
九
カ
所
が
盤

制
痩
ぬ
さ
れ
た
日
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
れ
ら
の
捜
査
は
す
べ
て
、
〈
被
疑
書

松
下
野
に
対
す
る
犯
人
隠
避
彼
疑
事
件

許
さ
れ
ぬ
総
長
の
背
信

遅
押
許
可
状
に
書
か
れ
た
「
差
押
え

す
べ
き
場
所
」
は
京
都
大
学
評
議
会
で

あ
り
、
ま
た
「差
押
え
す
べ
き
物
」
が

帰
属
す
る
の
も
評
議
会
で
あ
る
。
松

下
、
山
本
両
氏
と
の
往
復
文
霞
の
一
方

の
当
事
者
は
、
京
都
大
掌
、
あ
る
い

は
、
京
都
大
学
総
長
で
は
な
く
て
、

「分
限
処
分
審
査
」
の
法
的
糧
限
を
持

ち
、
現
に
遂
行
し
て
い
る
評
議
会
で
あ

る
。
そ
し
て
、
総
長
が
評
議
会
に
占
め

る
位
置
は
議
憂
で
あ
り
、
有
す
る
権
限

は
、
膿
長
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
差

押
許
可
状
に
如
何
に
対
処
す
る
か
は
、

評
議
鼓
の
審
議
で
決
め
る
以
外
に
方
法

は
な
い
。
た
か
が
購
長
の
描
限
し
か
有

し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
断
で
事

を
進
め
た
総
長
の
行
為
は
、
評
議
会
に

対
す
る
明
ら
か
な
越
樫
行
為
で
あ
る
。

総
長
は
、
態
度
を
朋
ら
か
に
し
、
責
任

を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

浄
抑
許
可
状
に
も
轡
か
れ
て
い
る
如

く
、
有
卿
期
限
は
六
月
二
十
五
日
か
ら

ヒ
弓
二
日
σ
あ
っ
た
。
二
山⊥
ハ
日
の
評

藁
訟て
例
臥
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た

が
。
楽
た
、
一=
⊥
ハ
日
に
差
押
許
可
状

が
総
長
の
ア
に
渡
っ
て
い
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
な
ぜ
、
七
月
二
日
ま
で
の
有

勤
期
間
を
考
慮
し
て
、
緊
急
坪
議
会
を

開
櫨
し
、
聾
議
会
の
審
議
を
待
た
な
か

っ
た
の
か
。

し
か
も
、
七
月
三
日
の
評
簗
圏
で
、

総
長
は
、
盧
偽
の
報
告
を
評
議
員
に
対

前

田

総

長

を

追

及

し

よ
「
つ

け`凱翼 鋤 濯

ヤ き.酸・ 畠疑{二1
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r

、

隅、欲

≠瓢

㌃

ヒ
貯

蓼

〉
に
つ
き
、
六
月

一十
血
日
蒲
和
㎎
裁

が
発
行
し
た
捜
査
令
状
に
基
い
て
い
る

な
に
ゆ
え
に
、
泉
都
大
学
評
議
長
の

み
が
、
強
制
捜
査
令
状
な
し
に
、
耶

前
通
告
の
形
で
、
警
掻
は
対
処
し
た
の

か
。
強
制
捜
食
令
状
鳳
し
の
差
押
許
可

状
を
、
必
鰹
-
分
兼
件
た
ら
し
め
た
の

は
、
ど
う
い
う
経
栂
か
。
わ
れ
わ
れ
は

、
六
月
二
T
七
日
夕
方
以
罰
の
真
相
を

、
断
固
と
し
て
追
及
し
て
何
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
何
故
、
強
制
硬
査
令
状
な
し

の
趣
押
許
可
状
を
、
総
長
は
拒
否
し

な
か
っ
た
の
か
。
何
聡
に
、
六
・
三
付

松
下
審
側
、
六
・
二
〇
の
山
本
氏
他
二

名
と
の
接
見
記
録
ま
で
、
自
発
的
に

提
出
し
た
の
か
。

　
ク
が
ヶ
ガ

ノ
タ

総
長
の
越
権

行
為

六
月
二
十
八
日
の
礁
態
に
つ
い
て
、

総
長
の
と
っ
た
行
動
は
、
専
横
、
独
断

そ
し
て
腔
偽
だ
ら
け
で
あ
る
。

た
だ
ち
に
審
査

の
中
止
を

し
て
な
し
た
。
袷
も
、
時
剛
台
内
の
庶

務
課
が
強
制
捜
ゑ
さ
れ
た
と
受
け
と
ら

れ
る
報
告
を
。
本
来
評
議
会
が
決
定
す

べ
き
行
勤
を
、
独
断
で
行
い
、
し
か

も
、
当
の
評
議
会
に
は
不
明
朗
、
し
か

も
、
鼠
大
な
事
翼
、
"清
風
荘
げ
で
任

意
提
出
し
た
と
い
う
轟
実
を
陪
蔽
し
た

こ
と
の
責
任
を
、
全
学
の
前
に
明
ら
か

に
せ
よ
。
実
質
に
お
い
て
も
、
形
式
に

お
い
て
も
、
総
艮
が
六
月
二
十
八
日
に

と
っ
た
行
為
は
、
大
掌
の
長
た
る
人
問

の
と
る
べ
き
行
為
の
対
極
で
あ
る
。
経

済
学
部
は
竹
本
を
誠
首
す
る
こ
と
が

〈
大
掌
の
白
治
〉
で
あ
る
と
喚
弁
し
て

い
る
。
強
弁
で
も
よ
い
。
六
月
二
+
八

日
の
行
為
と
〈
大
掌
の
自
治
〉
の
閲
連

を
評
議
会
の
場
で
、
そ
し
て
、
全
学
の

前
で
、
明
ら
か
に
せ
よ
。

刑
事
訴
訟
法
第
甫
三
条
は
雌
い
て
い

る
。
「公
務
蝋
ま
た
は
公
務
頓
で
あ
っ

た
者
が
保
智
し
、
ま
た
は
肱
背
す
る
物

に
つ
い
て
、
本
人
栗
た
は
情
談
公
務
所

か
ら
職
務
上
の
秘
密
に
閃
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
と
畳
ほ
、
当

該
監
督
冒
庁
の
承
膳
が
な
け
れ
ば
、
押

収
を
す
る
こ
と
ば
で
き
な
い
。
但
し
、

当
該
臨
督
冨
庁
は
、
国
の
魚
大
な
利
益

を
筈
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
承
諸
を

拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
こ
の
法
徳

を
知
っ
て
い
た
の
か
、
い
な
い
の
か
。

現
行
法
の
範
囲
内
に
お
い
て
さ
え
〈
大

学
の
自
治
〉
な
ど
と
い
う
理
へ臥を
持
ち

出
す
ま
で
も
な
く
、
警
察
に
呼
応
す
る

か
の
如
き
行
為
は
、
度
は
ず
れ
た
行
殖

で
あ
る
。
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

'

竹
本

処
分
の
粉

砕

へ

「竹
本
処
分
審
血
の
新
し
い
事
態
」

に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
報
告
も
、
ほ

ぼ
終
り
に
近
づ
い
た
。

わ
れ
わ
れ
が
当
初
か
ら
摺
摘
し
続
け

て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
竹
本
処
分
は
、

齢
理
的
に
も
歴
史
印
に
も
、
権
刀
と
大

≠
の
聞
係
、
性
格
に
い
え
ば
、
樒
力
に

'1川h 1 ,ヒ 聖 し 調

,
;:
曹
=
曽

…
=
"=
F:

わ
た
し
た
ち
全
学
教
官
宥
志
を
も
ふ
く
む
多
く
の
大
学
捻
成

員
が
、
竹
本
償
弘
・
経
済
学
部
肪
手
の
「処
分
」
審
査
を
め
ぐ

っ
て
、
再
二
に
わ
た
り
京
都
大
学
評
議
会
な
ら
び
に
あ
な
た
に

送
っ
た
票
嗣
状
、
公
開
質
問
状
な
ど
に
た
い
し
、
あ
な
た
が
た

は
、
終
娼
沈
黙
を
も
っ
て
こ
導
乳
て
き
た
。
そ
の
か
ん
、
周
知

対
ず
る
大
学
の
抵
抗
を
如
何
に
貫
く
か

が
ア
ル
フ
ァ
で
あ
リ
オ
メ
ガ
で
あ
る
。

こ
の
難
閻
を
、
事
な
か
れ
的
に
そ
し

て
小
利
口
に
、
避
け
て
通
ろ
う
と
し
た

経
済
掌
部
の
全
教
ぱ
の
買
任
は
、
審
査

が
進
む
に
つ
れ
、
確
突
に
蚤
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

七
月
十
三
日
、
経
断
学
部
は
経
済
掌

部
教
爵
協
購
葺
と
木
原
正
雄
の
名
に
お

い
て
、
「
今
回
の
警
躍
の
捜
査
と
経
済

=
=
讐

曽

二
"=

,

ド

の
と
お
り
竹
本
助
手
「処
分
」
審
査
の
過
程
に
靖
を
発
し
て
い

-
る
と
思
わ
れ
る
家
宅
捜
索
・
押
収
が
、
京
都
大
学
の
研
究
冤
を

ふ
く
む
全
国
卜
数
ヵ
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
事
態
は
「
処

分
」
理
由
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
「
昭
和
四
七
59
一
〇

月
一
日
以
降
無
断
欠
勤
を
続
け
、
現
在
な
お
行
方
不
明

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
不
肖
柱
、
ま
た
評
議
会
が

「
審
査
説
明
密
」
の
官
報
公
示
を
も
っ
て
竹
本
助
手
へ

の
通
知
に
か
え
た
と
し
、
同
助
手
か
ら
何
ら
か
の
遷
絡
が
な
い

こ
と
を
も
っ
て
陳
述
の
権
利
の
放
棄
と
み
な
そ
う
と
す
る
こ
と

の
不
当
性
を
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
す
る
.
と
向
時
に
、
竹

本
助
手
に
た
い
す
る
「処
分
」
審
査
が
、
た
ζ
λ
ば
「処
分
」

申
饒
者
で
あ
る
経
済
学
部
当
周
の
主
張
す
る
よ
う
に
純
然
た
る

学
内
間
題
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、
よ
≦
爪
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
根
拠
と
い
え
は
一
容
疑
轡
の
「自
白
」
と
称
せ
ら
れ

る
も
の
だ
け
な
の
に
、
無
法
な
悪
實
伝
に
さ
ら
さ
れ
、
官
惣
に

=
一齪曽一一一=
=,=冒二
邑
7璽r=爵曽一
一「冒一r=
二
=F;
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r
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掌
郎
の
上
串
は
直
接
関
係
な
い
も
の
で

あ
る
。
」
と
い
う
見
蟹
ぜ
、
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
竹
本
迦
手
が
、
そ
も
そ
も

櫨
力
の
フ
レ
ー
ム
ア
ノ
ブ
の
匂
い
の
濃

い
朝
概
事
件
の
別
件
指
名
手
配
で
但
わ

れ
潜
行
し
て
い
る
と
い
う
事
契
に
ひ
た

す
ら
目
を
隠
し
、
「勤
務
の
祝
角
」
に

執
錆
し
て
、
敢
え
て
竹
本
坦
放
に
踏
み

出
し
た
経
済
掌
部
の
敷
治
的
憲
図
が
、

騨
議
会
の
審
査
の
手
続
き
問
題
に
関
す

=

コ
=

一,

曹=一
=
曹
寵=

、

、.ト

る
討
議
の
段
階
で
、
す
で
に
墳
露
さ
孔

て
し
ま
っ
て
い
る
。
経
梼
学
部
の
上
申

の
検
討
に
一歩
も
踏
み
込
ん
で
い
な
い

評
蹟
会
が
、
す
で
に
、
史
上
未
酋
κ
の

権
力
の
介
八
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
維

ボ

が
瞥
蟻
に
漏
ら
し
て
い
る
か
は
副
次
的

聞
題
で
あ
る
。
警
購
権
力
は
全
欄
経
を

張
り
つ
め
て
、
評
議
会
お
よ
び
京
都
大

学
の
く
竹
本
処
分
V
の
動
向
を
、
注
目

し
て
い
る
。

六
月
二
〇
日
お
よ
び
噌十
八
日
の
事

態
は
、
経
済
学
部
の
腰
砕
け
的
又
鹸
そ

一曹;
曽=曽}胃曽,,

追
わ
れ
て
い
る
竹
本
助
手
が
、
「大
学
」
と
連
絡
を
と
る
こ
と

を
不
可
能
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
ば
い
の
だ
。
竹
本
助
手
の

「
処
分
」
審
査
に
代
理
人
あ
る
い
は
か
略
人
と
し
て
出
席
す
る

用
廠
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
人
両
ま
で
が
、
た
だ
ち
に
こ
の

よ
う
な
警
寮
に
よ
る
干
渉
を
受
け
る
の
が
実
情
な
の
で
あ
る
。

あ
な
た
は
、
だ
が
し
か
し
、
「
処
分
」
審
査
に
た
い
す
る
こ

の
よ
う
な
警
祭
力
の
介
人
に
た
い
し
て
一
辺
の
抗
頗
の
公
弊
す

ら
ホ
さ
な
か
っ
た
は
か
り
か
、
聞
く
と
一》
つ
に
よ
れ
は
、
六
月

翻

抗

の
も
の
の
申
に
齢
理
的
に
囚
包
さ
れ
て

い
た
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
直
ち
に
、

経
璽

部
が
こ
の
「審
宜
を
押
し
進
め

れ
は
茄
め
る
ほ
ど
〈
大
学
の
臼
治
〉
を

根
酔
か
ら
食
い
荒
さ
れ
る
紬
果
を
も
た

ら
す
〈
竹
本
処
分
〉
」
を
、
自
ら
取
り

下
げ
る
以
外
に
、
大
学
と
し
て
正
し
い

解
決
の
道
は
な
い
と
摺
じ
る
。
蓮
押
え

許
可
状
の
「莚
し
押
え
る
べ
き
場
所
」

を
、
「京
都
大
学
庶
務
部
庶
務
課
」
と

せ
ず
に
、
「京
都
大
学
評
議
会
」
と
名

=

「,
曽
=
"

曹曽冒曽

二
十
八
日
に
は
、
竹
本
助
ア
「
処
分
」
審
査
に
か
か
わ
る
計
晶

十
三
痴
の
評
墜
誠齋
類
等
を
、
警
祭
に
提
出
し
た
。
こ
の
な
か

に
は
、
何
人
か
の
個
人
か
ら
の
私
鷹
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
ま

た
、
京
都
大
学
原
議
書
そ
の
他
、
大
学
に
と
っ
て
の
翼
要
書
類

も
は
い
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
「公
溺
上
の
秘
密
器

の
た
め

の
押
収
拒
絶
糧
」
(刑
碩
訴
訟
法
第
一
9
二条
〉
を
圭
張
す
る

こ
と
も
、
提
出
に
先
立
っ
て
評
議
会
に
は
か
る
こ
と
も
せ
ず
、

ま
た
事
後
に
大
学
擢
成
員
に
た
い
し
て
こ
の
こ
車

報
告
す
る

F
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訥

指
し
て
き
た
警
祭
の
塵

的
な
姿
勢

を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
大
学
が
打
ち
勝
つ
に
は
、

〈
竹
本
処
分
V
を
粉
砕
す
る
の
み
e
あ

る
。
〈
竹
本
処
分
〉
の
粉
砕
は
、
小
さ

い
と
は
い
え
、
確
笑
に
檎
力
に
「ひ
と

つ
の
穴
」
を
う
が
つ
こ
と
に
な
る
の

だ
。経
済
学
邸
は
竹
本
間
題
を
常
に
「類

例
の
な
い
事
態
」
あ
る
い
は
「
異
常
な

性
質
」
を
持
つ
も
の
と
い
っ
た
無
意
味

な
形
容
詞
で
、
榴
力
と
の
思
想
的
対
決

を
避
け
て
き
た
。
し
か
し
、
権
力
と
緊

肇

と
毫

く学
の
研
究

者
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
「還
く
」
の
問
題

で
は
な
い
。
権
力
の
動
き
ひ
と
つ
で
は

な
い
か
。

北
海
遭
大
学
理
学
鰯
の
金
助
手
が
、

今
年
の
春
ス
パ
イ
容
瓶
で
韓
国
で
雌
捕

さ
れ
て
い
る
。
北
大
は
喧
ち
に
質
金
カ

ッ
ト
を
始
め
、
続
い
て
停
職
朗
分
を
し

た
ど
蘭
く
が
、
そ
の
後
の
動
向
は
知
ら

な
い
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
共
遍
し
た

聞
題
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
意
味

で
、
教
冨
の
身
分
保
障
に
関
す
る
翼
要

な
間
題
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
〈
竹
本
処
分
〉
を
近

視
脹
的
に
捉
え
て
は
な
ら
な
い
。
〈
竹

本
処
分
V
を
ゴ
リ
押
し
し
て
、
大
学

は
、
長
い
眼
で
何
を
馨

・
、
何
墨

灘

鑓

を
煉
う
の
な
ら
、
〈
全
還
大
人
V
に
課

せ
ら
れ
た
聞
い
で
あ
る
。
こ
の
間
い
へ

の
吾
を
、
わ
れ
わ
れ
は
今
秋
の
闘
撃
の
,

中
で
、
明
確
に
提
出
し
な
け
肌
ぱ
な
ら

な
い
。
(資
科
り
参
照
)
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曽

こ
と
も
せ
ぬ
ま
ま
、
ひ
た
才
ら
こ
の
事
愈
を
か
く
し
つ
づ
け
て

き
た
.

へ

問
題
は
、
こ
う
し
て
す
で
に
、
評
議
会
内
部
の
審
議
と
い
う

次
元
を
こ
え
て
、
大
学
の
自
御
性
そ
の
も
の
の
存
立
に
か
か
わ

る
こ
と
が
ら
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
評
麟
会
の
長
が
評
議
会
の

審
餓
書
類
を
、
し
か
も
教
冒
の
「
処
分
」
に
か
か
わ
る
璽
呉
書

類
を
、
警
察
白
局
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
す
す
ん
で
同
慰
し

た
前
例
は
、
あ
の
載
而
・
戦
中
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
す

ら
、
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
閥
題
は
、
こ
の

議
と
要
求

盤
糊
難
綴
鍵
講
難

あ
な
だ
が
今
回
の
一遅
の
事
態
に
か
ん
す
る
明
確
な
事

傍
説
明
、
事
実
に
で
く
し
た
経
過
報
告
を
、
京
都
大
学
の
全
構

成
員
に
た
い
し
て
速
や
か
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
求

す
る
.

一九
七
三
年
八
月
二
五
日

京

都
大
学
全

学
赦
官
有

志

京
都
大
掌
評
議
会
酸
長

前

田

敏

勇

殿
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人
類
学
国
視
点
か
ら
す
る
フ
ロ
イ
ト
批
判

・
・
ル
ヘ
ル
ム
・ラ
・
・
性

道

徳

の

出

現

"あ
る
患
想
以
が
浮
び
そ
し
て
消
柔

ま
た
豪

恵
想
が
捨
て
ら
れ
ま
た
浮
ん
で
く
る
"
と
い
っ
た

(
転
畿
〉
の
な
か
で
、
ひ
と
ざ
は
色
騨
や
か
16
光
彩
を
浴
び
て
入
O
年
代
の
後
半
に
劉
的
な
再
生
を
と

げ
な
フ
イ
ヒ
が
、
そ
の
初
鮒
の
三
〇
年
代
に
墳し
に
覇
竺
の
弾
作
。
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
「未
開
社
会
の

性
生
漬
」
を
引
琶
76
が
ら
〈
媒
族
〉
の
娼
腺
へ
と
に
ど
り
つ
つ
、
プ
ル
ジ
ロ
ア
社
会
の
性
量
フ
ル
の
出

現
を
と
さ
の
か
し
、
い
か
に
し
て
て
れ
が
支
配
の
員
た
る
か
を
マ
ル
ク
ス
へ
と
蛸
ん
で
い
く
.
フ
ロ
イ

ト
雫

の
稲
児
で
あ
り
な
が
ら
初
期
フ
ロ
イ
ト
の
桟
抑
圧
埋
酷
を
譲
な
に
守
り
、
た
め
に
糟
神
分
析
学

界
の
遺
簿
¢
う
け
て
つ
い
に
は
獄
先
す
る
に
い
た
っ
た
孤
独
の
思
想
客
フ
イ
ヒ
が
く
性
卿
圧
の
理
瀕
V

を
農
開
し
て
世
を
鷲
悔
さ
せ
ん
名
暫
の
元
全
翻
武

片
同
啓
漁
訳
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と
も
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